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 【背景】慢性閉塞性肺疾患（chronic obstructive pulmonary disease; COPD）は、タバコ煙を主とする有害物質
を長期に吸入曝露することで生じた肺の炎症性疾患である。近年、COPDの病因の 1 つとして細胞老化が注目
されている。Growth differentiation factor 11（GDF11）は、マウスにおいて損傷筋の再生効果、筋力や持久力の
向上などが報告され、抗老化・再生液性因子として注目されている分子である。GDF11 は様々な臓器で発現
が認められるが、とりわけ骨格筋で発現量が高いことが報告されている。最近、当教室では COPD 患者の血
漿中 GDF11 発現量は健常者と比較して低下していることを明らかにしたが、この血漿中 GDF11 の COPD 病態
における意義は明らかでない。本研究では、COPD 患者における血漿中 GDF11 の発現量と、呼吸機能、身体
活動性、下肢筋力、運動耐容能、全身性炎症の程度など種々の臨床指標との関連について検討することで、血
漿中 GDF11 発現量の低下の意義を明らかにすることを目的とした。 
【方法】既喫煙健常者 18 名、COPD 患者 70 名を対象として、ウェスタンブロット法を用いて血漿中 GDF11
発現量の評価を行った。対象者の呼吸機能を評価し、3軸加速度計を用いて身体活動性を評価し、下肢筋力を
測定、6分間歩行試験による運動耐容能の測定を行った。さらに全身性炎症の程度を評価して、それらと血漿
中 GDF11 発現量との関連について検討した。 




子の影響を除いても血漿中 GDF11 発現量に関与することが示された。 
【結論】COPD 患者において、身体活動性の低下は血漿中 GDF11 発現量の低下と関与した。身体活動性をは
じめとする COPD病態とGDF11の関与について明らかにすることでCOPD病態解明ならびにCOPDの治療的
アプローチとなる可能性がある。 
 
